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趣旨説明
趣 旨説明:い ま構築 され るアジアのジェンダー
落合恵美子
京都大学
本 書 は、 「いま構 築 され るア ジアの ジ ェンダー:人 間再生産 の グローバル な再 編成(Asian
GenderunderConstruction:GlobalReconfigurationofHumanReproduction)」と い う タ イ トル
で 、2009年1月8～10日 に開催 され たシ ンポジ ウムの記録 です。 この シンポ ジ ウム は、国
際 日本 文化研 究セ ンター で2年 間続 けて き た共 同研 究 会 「アジ アにお け る家族 とジェ ンダ
ー の変 容:近 代 化 とグ ローバル 化 の 時代 に(FamilyandGenderChangesinAsiaintheEraof
ModemizationandGlobalization)」 の締 め くく りと して開催 され ま した。
この共 同研 究会 に集 いま した メンバ ー の半分 ほ どは、2001年 か ら2003年 ま で、 厂ア ジァ
諸社会 にお けるジェンダー の比較研 究(AComparativeSt皿dyonGenderinAsianSocieties)」と
い う調査研 究プ ロジェク トに参加 して以来 の、長年 の研究仲 間です。 このプ ロジ ェク トでは、
急 速 な経 済発展 を遂 げた アジア にお いて 、家族 や ジェ ンダー は どの よ うな変容 を遂 げつっ あ
るのか とい うこ とをテー マに、 中国、韓 国、台湾、 タイ、 シンガポール の5地 域で フ ィール
ド調 査 を実施 しま した。 その結果分 かっ たのは、一 口に 「アジアのジ ェンダー 」 と言 っても、
現 状の ジェ ンダー のあ り方 は地域 によっ て多様 で ある こと、 しか しその一方 で共通 の方 向へ
の変化 の トレン ドも見 いだせ るこ と、 とい う2点 で した。
復習 のた めにアジアの い くつ かの社会 にお ける女性 の働 き方 を示 した 図1を 見てお きま し
ょ う。 後 のセ ッシ ョンで議論 に もなるで しょ うが、 どの よ うな活動 を労働 とみなす かは、そ
れ だ けで大問題で あ り、特 に女 性の労働 は過少 登録 され やすい のですが、少 な くとも政府 が
把握 してい るフォー マル な労働 力率 を比較 しただ けで も、ア ジアにおけ る女性 の働 き方 は一
様 ではな い とい うこ とが わか るで しょ う。調 査の対象 とした5地 域 に 日本 を加 えた6地 域 は、
女性 の働 き方の ライ フ コー スパ ター ン とい う観 点か らは3つ のタイ プに分 け られ ます。女性
が一 生働 き続 け る中国 ・タイ型 、出産 を機 にいったん退職 して子供 が手を離れ る と再び働 き
だす いわ ゆるM字 型雇用 の韓 国 ・日本型 、そ して子供 が小 さい うちは働 き続 け、子供が あ る
程度 大 き くな ると退職す るシンガポール ・台湾型 です。 それぞれ の社会 が このよ うなパ ター
ンを とるに至 った歴 史的経緯や 社会的背 景 もま た多様 です。
この研究 では子供 と高齢者 のケアに注 目して、それ ぞれ の社会 において どのよ うな社会 的
ネ ッ トワー クに よってケア が担 われて い るのか とい うパ ター ンと、現状 のジ ェンダーの在 り
方 とが、 どの よ うな 関係 にあるのか を比較 分析 しま した。 一言で ま とめる と、育児 期に も女
性が働 き続 けてい る社会 で は、父親 、親族 、施設 、家事労働者 な ど多様 なエー ジェ ン トが育
児 に携 わ ってお り、豊 かな育児ネ ッ トワー クが存在 す るのに対 して、育児 期 に女性 が仕 事 を
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やめる日本や韓国では育児の負担が母親ひ とりの肩に重 くのしかかっていると言えます。わ
たしたちの研究成果 は、『アジアの家族 とジェンダー』(勁 草書房、2007年)、 『21世紀アジ
ア家族』(明石書店、2006年)、 オ3'誌1%w躍b'伽3(GlobalOriental,2008)と い う3冊 の本 とし
て出版 されていますので、御関心がおありでしたらご覧いただけます と幸いです。
さて、このプロジェク トの後、残 された課題 があ りました。それは二つの発見のも う一方、
「共通の方向への変化の トレン ド」です。現代アジアに共通する変化 として、二つの トレン
ドが見出せま した。ひ とつは 「主婦化(housewi血zation)」、す なわち女性が家事 ・育児役割
に専念するようになる傾向、もう一つは 「再生産のグローバル化」です。
アジアの多 くの社会では育児をサポー トしてくれ る豊かな社会的ネ ットワークが存在 し、
育児期 にも女性が働き続けていると言いま したが、そ うした国々においても、予想に反 して
主婦になる女性が出現 し、主婦になる生き方へのあこがれが生まれているとい うことにわた
したちは気がつきま した。緊急で行ったインタビュー調査によると、現代アジアで女性が主
婦になる原因には、失業や育児サポー トの不足な どの消極的要因と、子供の教育のためと
い う積極的要因があ りました。この問題についての初期の分析は、さきほ ど紹介 した細 誌
Nθw1吻 伽3に 収めてあります。
一般に、 ヨー ロッパや北アメリカの多 くの地域では、近代化 にともない家事や育児に専業
になる女性が増加する 「主婦化」 とい う現象が見られ、1970年 代以降は女性の職業進出が進
む 「脱主婦化」現象が起きた と言われていますが、現在のアジアでのジェンダーの変化は、
どちらの方向を向いているのでしょうか。 「男は仕事、女は家庭」 とい う性別分業に賛成す
るかどうかとい う意識調査の結果を見ると、アジアの多くの国は欧米圏 と明らかに異なる傾
向を示 します(図2)。 欧米圏で性別分業がオール ドファッシ ョンにな りつつあ りますが、
アジアでは、現実の労働力率が高い社会ほど、反対に性別分業を肯定する意識が強い傾 向が
あ り、「主婦は素敵だ」 とい う価値観が生まれているようです。他方、韓国のよ うに欧米並
みの意識 を示す社会 もあり、「脱主婦化」の傾 向も同時に見 られます。 日本はちょうどその
中間で揺れているようです。現在のアジアのジェンダーに関す る意識は、実に複雑です。
もう一つ、いわゆる 「再生産のグローバル化」もアジア各地で見 られ る現象です。家事労
働者や介護労働者の国際移動が世界中でさかんになっていますが、いまやアジアでも外国人
家事労働者を雇 って家事や育児、高齢者の介護を任せる家族は少なくありません。特にシン
ガポールや台湾 はそ うした傾向が顕著です。労働者ばか りでな く、アジアの他の地域か ら妻
を迎える国際結婚も増加 しています。 こうした トレン ドは、「国際移動 の女性化」 とも言わ
れます。
ではこの二つの トレン ドは互いにどのような関係 にあるのでしょ う。「主婦化」はお もに
中流階層の現象です。 これに対 し家事労働者や花嫁 として国境 を超えるのはそれ より経済的
に貧 しい層だ と言われます。これ ら二つの現象は互いに無関係なので しょうか。
二つの トレン ドを追究するために、わた したちは新たな二つのプロジェク トを立てまし
た。わたしが代表者 を務めました 厂アジア諸社会における主婦化の比較研究(AComparative
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StudyofHousewi且zationinAsianSocieties)」 と、上野加代子さんが代表者の 「アジアにおける
女性の国際移動(TransnationalMigrationofWomeninAsia)」 です。対象地域を広げて、インド、
イン ドネ シア、ベ トナム、ミャンマーな ども含めることに しました。今回のシンポジウムに
はこれ らのプロジェク トの成果もいくつか報告 されます。
わたしたちはこのプロジェク トのフィール ド調査のため、イン ドを訪問しま したが、家事
の意味づけ とや りかたが 日本 とはまったく異なることに新鮮 な驚きを覚えました。神聖な料
理 と汚れた便所掃除とはまったく異質な行為であ り、同じサーバン トが両方をするなどとい
うことはあ りえません。また男性のサーバン トも昔か らたくさんお り、ジェンダーより社会
集団による分業が行われていま した。 しか し変化 も見 られ、女性の就労支援のためにハ ウス
メイ ドの訓練を行っているNGOで は、調理、洗濯に トイ レ掃除も行 う女性たちを育成 して
いま した。「家事」とい うカテ ゴリーが成立し、その担い手は女性に限られるとい う傾 向が
生まれているようです。
マ リア ・ミースは、「主婦」 とい う概念は、出産、育児、家事など生命の再生産にかか
わ る仕事を 「労働」 とい う概念か ら排除 し、視 えなくす るために発 明された と言いま した
(Mies1986)。 「家事」は市場化 され ない、あるいはされても低価格でしか評価 されない労働
です。家事ペナルティ、ケアペナルティと呼ばれる現象です。そのような 「家事」が女性 と
い うジェンダーに割 り振 られることが、近代社会におけるジェンダー不平等の基盤を形作っ
ているのです。
厂主婦」と「家事労働者」とは市場社会において自らの活動を正当に評価 されない者 として、
共通性 をもっています。 「国際結婚」をす る女性 たちも、子孫をもうけるためや、家事や親
の介護をするために迎えられる場合が少なくなく、同じ構図の中にいます。マーケ ットがグ
ローバル化 したのに対応 して、市場化されない労働 も、「主婦」や 「家事労働者」を担い手
として、グローバルに再配置されるに至っています。現代アジアに共通する二つの トレン ド
は、そ うした再配置の一環なのでしょう。
では、今のアジアにおけるジェンダーの変化は、グローバル化した世界のどこでも起きて
いる一般的な変化なのでしょうか。そ うではない、アジアの特徴があるとわたしは考えます。
その違いを説明するのに有効なのが、ソウル大学のチャン ・キョンスプの提案 した 「圧縮
された近代(compressedmodemity)」 とい う枠組みです(Chang1999)。 アジアはヨーロッパ
やアメ リカの社会が長い間かかって経験 した変化 を短期間に圧縮す ることにより、異なる経
験をすることになるとい う理論です。
グローバル化が本格化 したとき、 ヨー ロッパはすでに 「近代家族以後」の時代に入ってい
ました。福祉国家体制が確立 し、ケアの社会化にも支えられて、「主婦化」の トレン ドは 「脱
主婦化」へと反転 していました。だからこそサスキア ・サッセンは 「妻のいない専門職家庭
(profbssionalhouseholdswithoutwi艶)」 の家事を担 うために外国人家事労働者が迎えられたと
言ったのです(Sassen2004)。 ヨー ロッパでのジェンダー平等の一定の達成の影にある、女
性の間の階層化が問題にされま した。
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しか しアジアでは、現在、「近代家族」の確立 と、グローバル化が重な り合って進行 して
います。 ジェンダー平等と性別分業 とい う対立する価値が拮抗する中で、外国人家事労働者
や外国人妻は性別分業を固定する役割を果たしています。また福祉国家が未発達であるため、
家族が外国人家事労働者を雇用 して 自主的解決を図ることで、家族が福祉の責任を抱え込む
「家族主義(familialism)」 がむしろ強化 されています。
アジアに共通の伝統文化があるとは言えません。 しかし急速で圧縮 された近代化が、福祉
国家の成長に十分な時間を与えなかったとい う共通の条件が、アジアの共通性 を今産み出 し、
強化 しているのではないでしょうか。国家に頼らず、性別分業 を当然 として、家族が助け合っ
て生活 を守る社会。その中で 「アジア的ジェンダー」 とい うものが、歴史上でいま初めて、
創 り出されているのかもしれません。
日本は、1970年 代まで、経済成長でも福祉国家建設でもジェンダー役割で も、 ヨーロッ
パや北アメリカを追いかけてきま した。1980年 代には好景気の中で、ジェンダー平等が公式
イデオロギーとなりかか りま した。明治維新以来、 日本は 「脱亜入欧」を掛け声に進んでき
たのです。 しか しその後、バブル崩壊 と 「失われた十年」 と呼ばれた時代を経て、進行 した
のは 「脱欧入亜」ではなかったのかとわた しはひそかに考えています。せっか く整備 した年
金制度や医療保険制度の普遍性は危機 に瀕 し、非正規雇用の増加はジェンダー格差を拡大 さ
せ、それを批判する声 も強くありません。性別分業を当然 として、国家に頼 らず、家族が助
け合って生活を守 るアジア型社会に、 日本は向かっているのでしょうか。
このシンポジウムが開催 されたちょうどその頃、 トヨタのコマーシャルを見て、驚 きま
した。「私たち、主婦で、ママで、女です」というキャッチ コピーのもと、独身女性 と見ま
がうような若やいだ服装の既婚女性たちが、車のある生活を楽 しむ様子を肯定的に描いてい
たか らです(図3)。 日本のコマーシャルが 「主婦」を憧れの対象 として描いたのは、実に
1960年 代以来のことです(Ochiai!997)。
このシンポジウムのテーマは、ただの学問的話題ではありません。わたしたちは明 日どの
ような社会に生きるのかを見通 し、できれば選択の糸 口を見つけられるようにと願って開催
したのが、このシンポジウムで した。
なお、 このシンポジウムは京都大学グローバルCOE「 親密圏 と公共圏の再編成をめざす
アジア拠点」 との共催で行 われました。COEで は続 けて 「第1回 次世代グローバル ワーク
ショップ(Next-GenerationGlobalWorkshop)」 を開催 しま したが、そのワークシ ョップで発
表するために世界11地 域の海外パー トナー拠点の大学 ・研究機関から集まって くだ さった
26人 の次世代研究者 と7人 の先生方が、このシンポジウムにも参加 してくださいま した。世
代 と国境を超えて実に活発な議論がなされま した。
本書は、近代的女性役割の発祥の地オランダにおけるジェンダーの変容を出発点に、アジ
アにおける近代的ジェンダーの生成をひもとき、次に社会主義時代 を経たベ トナムや 中国、
および極度に 「圧縮 された近代」を経験 しているイ ン ドにおけるジェンダーの現代的変容に
目を向け、さらに国境 を越えて移動する家事労働者や国際結婚の妻たち、そ してセックスワ
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一カーの実態や心の葛藤 に視野を広げていきます。そ して最後にこうした現状への政策的対
応にも触れて、まとめとしたいと思います。
本書の全体を通 じて、アジアのジェンダーが、ヨー ロッパ近代の影響を受けながら、しか
しそれ とは違 う道筋を通って、いかに構築 されてきたか、そしてこれからいかなる方向へ向
かお うとしているのかに、思いを馳せてくださいましたら幸いです。
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図2「 男性は外で働き、女性は家庭のことをす るべきだ」とい う考えに対する女性の意見
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